
添付資料１

高浜発電所３号機の定期検査状況について

（蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査（ＥＣＴ）結果）

A-蒸気発生器
（3,382本）

B-蒸気発生器
（3,382本）

C-蒸気発生器
（3,382本）

合計
(10,146本）

既施栓本数
（応力腐食割れによる施栓本数）

（外面減肉による施栓本数）

１１３
（８）
（３）

１３６
（１０）
（２）

１２１
（７）
（１）

３７０
（２５）
（６）

検査対象本数 ３，２６９ ３，２４６ ３，２６１ ９，７７６

指示管本数 １ ０ １ ２

結 果

Ａ－蒸気発生器で１本、Ｃ－蒸気発生器で１本について、有意な
信号指示が認められた。

Ａ－蒸気発生器の１本は、高温側第２管支持板部付近に外面
（２次側）からの減肉とみられる有意な信号指示で、Ｃ－蒸気発生器
の１本は、高温側管板上部に内面（１次側）からの割れとみられる有
意な信号指示であった。
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系統概要図
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高浜発電所３号機のＥＣＴ信号指示管位置図

蒸気発生器の概要図
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約２１ｍ

内面信号指示本数

＜管板部＞
Ｃ－ＳＧ：１本
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外面信号指示本数

＜第２管支持板部＞
Ａ－ＳＧ：１本

第２管支持板部
信号指示箇所拡大断面図

約29ｍｍ

約33ｍｍ

伝熱管

管支持板

伝熱管の拡大平面図

約6.3mm

約11.5mm

すき間
約0.2mm

伝熱管（厚さ 約1.3mm）

管支持板の貫通穴
（２次冷却水）

１次冷却水

Ａ－蒸気発生器（高温側）上部から見た

伝熱管位置を示す図
X方向
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１

Y方向1

：今回外面減肉指示が認められた位置 （ １本）

：既施栓管（外面減肉） （ ３本）

：既施栓管（拡管部応力腐食割れ） （ ８本）

：既施栓管（拡管部応力腐食割れ以外） （１０２本）
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＜第２管支持板部＞

有意な信号
指示管

（X４６-Y７）



管板
約550ｍｍ

伝熱管

管板部拡大図

信号指示箇所＊

管板部

×

＊従来から応力腐食割れが確認されている部位
伝熱管
外径 ： 約２２．２ｍｍ
厚さ ： 約１．３ｍｍ
材質 ： インコネルTT６００（特殊熱処理）
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蒸気発生器下部の断面図

：今回内面に指示が認められた位置 （ １本）

：既施栓管（外面減肉） （ １本）

：既施栓管（拡管部応力腐食割れ） （ ７本）

：既施栓管（拡管部応力腐食割れ以外） （１１３本）

Ｃ－蒸気発生器（高温側）上部から見た

伝熱管位置を示す図

Y方向1 46
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＜管板部＞

有意な信号
指示管

（X７０-Y５）


